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21 市田　隆雄

このたび理事に立候補いたします。私は臨床現場に務める技師として33年、特に血管撮影領域
で活動してきました。現在は病院全体を統括的に運営することに努力しています。ところで今日の
私達はメディカルスタッフと称される時代となり、チーム医療の名のもと最適な放射線技術の提供
がいっそう求められています。そのためには国際化や高度性のみならず、初学者の皆様まで広く
魅力溢れる学術活動の提供が重要と理解しています。総合的に培ったマネージメント能力のも
と、若い方々の活躍を第一番に考えて、精一杯に尽力したく存じます。第70回総会学術大会時の
実行委員長、3期の企画委員会委員、2期の撮影部会委員、1期の教育委員会委員の経験が力
強い礎になると考えますが、10年を超える医学会（IVR学会、脳神経血管内治療学会、循環器学
会）との連携経験も大いに本学会運営に役立つと感じております。何卒宜しくお願い申し上げま
す。

22 根岸　徹

私は平成7年度より22年間にわたり学術交流委員会標準化小委員会X線発生装置・機械装置班
長および班員を務め，いくつかのJIS原案作成に携わり，放射線機器の安全や標準化について研
鑽を積んでまいりました．そして平成25年度から計測分科会分科会長を任命され，叢書（25）「医
療被ばく測定テキスト」の改訂を行い，診断参考レベルの検証にも活用して頂ける実用書となっ
たと思われます．また，平成24年度に東京都江戸川区で開催された第40回秋季学術大会，さら
に平成28年度に開催された第72回総会学術大会において実行委員長として多くの学術企画を
行ってまいりました．平成27年度から理事として出版委員会委員長と東京支部担当理事を拝命し
学会運営経験を積ませていただきました．僅かではございますがこのような経験と皆様の情熱と
アイデアを融合させ，本邦の放射線技術学の益々の発展に寄与できないかと考え立候補させて
頂きました．

23 松原　孝祐

私はこれまで，国際戦略委員，放射線防護委員，編集委員などを担当させていただき，学会の国
際戦略の立案・展開，海外の団体との学術交流の締結（タイ医学物理学会との学術交流締結の
実務を担当），放射線防護に関する各種取り組みや市民公開講座の開催，および本学会誌の編
集に関する業務を行ってまいりました。これらの業務を通して，本学会の現在の国内外における
位置づけを再認識するとともに，今後進むべき方向，行うべき課題が徐々に見えてまいりました。
その中には，以前，将来構想特別委員会の答申において示されているものもあり，私が今後行う
べきと考えている活動は，学会の方針とも一致しております。そこで私は，これまでの各種委員会
委員としての経験を踏まえ，本学会の理事として，より国内外で広く認められる学会とするための
活動をさせていただきたく，このたび理事として立候補させていただくことといたしました。よろしく
お願い致します。

24 西出　裕子

2年前から日本放射線技術学会の理事として，表彰委員長および教育委員を担務しています．表
彰の対象者は，本学会に功績のあった方や優れた業績を残された方の他，本学会誌やRPT誌に
掲載された優秀論文の投稿者も対象としています．
本学会の目標の一つに“論文投稿の推進“が挙げられていますが，表彰が論文を書くためのモチ
ベーションを上げる要因の一つになればよいと考えています．教育委員会でも，研究や英語によ
る発表の推進に対する支援などを行い，多くの方が研究を論文化して世界に発信し，その研究が
多くの人の役に立つ，そのような環境づくりに取り組んできました．本学会は今後，若手や女性の
研究者を育成する体制づくりを進めていきますが，その活動にさらに関わっていきたいと考えてい
ます．また女性の立場として，より多くの女性会員が本学会で活躍し多くの業績を挙げることがで
きるよう支援していきたいと考えています．

25 坂本　博

「貴学会に興味がある」といった言葉を何度か受けたことがあります。本学会の国際化とは、こう
いうことなのではないかと瞬間的に感じたことを覚えています。海外の放射線技術学に関わる研
究者や技術者が「日本には面白い学会があるぞ」と言っていただける、そんな学会を会員の皆様
と共に作り上げることが私の志です。そのためには国内の活動を今以上に充実させなければなり
ません。私は本会で医療情報分野を中心に活動を続け、尊敬する先輩、全国の気の許せる仲間
達と平成25年から２期4年の医療情報部会長を務めさせていただいています。さらに、平成27年
から拝命している東北支部長の経験を活かし、地方からの情報発信、支部の活性化を若手の同
志と共に実現することを目標に掲げます。この度は本会、理事の重責を受け止めつつ、2期目の
理事選に立候補いたします。「日本には面白い学会があるぞ」と国内外から呟いてもらいましょ
う。よろしくお願いします。


